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－ SGU事業実施における留学プログラムの質保証 ー 



１ SGUにおける位置づけ＝質保証・グローバル人材力 
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Ⅰ: 組織を変える 
 ・ 教員組織と教育研究組織の分離：学術院 
 ・ パーフォーマンスのモニタリング： A-KPI導入 
 ・ 個人評価の処遇への反映 
  ・ライティング・センター（図書館） 
 
 教育力・研究力に優れた教員の採用・育成 
 ・国際公募による採用、戦略的人事 
 ・テニュアトラック制 
 
 

Ⅲ: 教育が変わる 

・国際通用性を確保した教育プログラム 

・留学プログラムの拡大 

・学習するプログラム体系の明確化（ナンバリング 

・学習内容の明確化 

・外国人教員等・外国語による授業数の増加 

・ SERUコンソーシアムに加盟しているUCバーク
レー校を中心とする海外大学による外部評価 

 

 

 

Ⅱ: 教育制度を変える 

・秋入学の英語で完結する学位プログラム 

・新学科/副専攻 

・ DDP/JDP 

・3+1：4+2プログラム 

・クォーター制の導入（平成27年） 
・階層型TA 

・到達目標型プログラムの質保証 

 

Ⅳ: 国際的な活躍 
・英語力強化 
・グローバル化人材テスト（BEVI） 
 - JASSOシンポ（3月） 
 - 広大主催シンポ（12月8日東京） 
 （JASSO共催・文部科学省後後援） 



・平成27年度 JASSO 海外留学支援制度（協定派遣・協定受入）シンポジウム 

「海外留学による学びの向上－留学の学習成果分析（2016年3月東京）  

 

・ 広島大学主催シンポジウム（JASSO共催・文部科学省後援）（ 2016年12月8日・東京） 
 上記シンポジウムのフォローアップ・シンポジウムとして開催 

 

 短期留学プログラムの増加に伴い，プログラムの検証や評価，分析などが求められて
いる。（質保証） 
  ・効果的な短期留学プログラムの実施の必要性 

  ・複数の短期留学プログラムまた従来型の長期プログラムの評価・改善 

  ・参加学生のアウトカム等の客観的測定の必要性 

  ・客観的データに基づく大学本部・財政当局への説明の必要性 
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2 質保証・グローバル人材テスト（BEVI-j） 

https://www.bevi-j.com/ 

https://www.bevi-s.com/ 

http://www.thebevi.com/ 

http://www.thebevi.com/japanese 

https://www.bevi-j.com/
https://www.bevi-j.com/
https://www.bevi-j.com/
http://www.thebevi.com/
http://www.thebevi.com/
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◆ 事業の目的 

若い世代の内向き志向を克服し、国際的な産業競争力の向上や国と国の絆の強化の基
盤として、グローバルな舞台に積極的に挑戦し活躍できる人材の育成を図るべく、大学
教育のグローバル化を目的とした体制整備事業を支援 

◆ グローバル人材の3要素（定義） 
Ⅰ  語学力・コミュニケーション能力 

Ⅱ  主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感  
Ⅲ 異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー  

（Ⅳ）  追加資質・能力（中核人材）：幅広い教養と深い専門性、課題発見・解決能力、チーム 
ワークとリーダーシップ、公共性・倫理観、メディア・リテラシー等  

◆ 期待される大学の取り組み（審査の観点） 
– 教育課程としての魅力的な取り組み（インターンシップを含む）  

• 養成しようとするグローバル人材像が明確であること  

• 卒業時での学生の具体的能力（アウトカム）が明確であること 

– 教員のグローバル教育力の向上 

– 学生の海外留学を促進するための環境整備 

– 語学力向上のための一体的取組 

– 推進体制・評価体制等の整備 

文科省・グローバル人材育成推進事業 
プログラム委員会にみる資質・能力論（平成24年度） 

・どのように測定するか 
・客観性の確保 
・アンケート（満足度調査） 
  比較可能？？？ 



①教育またプログラムの質向上（どの経験、コース、プログラム等
がどのような影響（ eg異文化許容性 ）を与えたのか、またなぜ与
えることができたのか） 

  ←プログラム内でT1/T2、17スケールを利用 

②学習プログラムの相互評価（留学、多文化コース、一般教育、
研修プログラム/ワークショップ、サービスラーニング等）  

  ←プログラム間でT1/T2、17スケールを利用 

 
③学習プロセスの理解（誰が、何を、なぜ、どのような状況で学習するのか）  

④学習目標の促進（どのようにして自己、他者、より大きな世界の理解向上につながったのか）  

⑤成長と発展の促進（個人、グループ、および組織 ） 

⑥研究（人々は、どのように、なぜ、そしてどのような事情のもとで異なった文化に、より「オープン」
になったのか） 

⑦組織のニーズ（スタッフ/リーダーシップ訓練） 

⑧評価及び認証のため（目標と成果を関連づけるため）  

 

 

 

How is the BEVI used?   

evaluating learning experiences (e.g., study abroad, multicultural courses, 
general education, training programs / workshops, service learning, etc.); 

understanding learning processes (e.g., who learns what and why, and 
under what circumstances); 

promoting learning objectives (e.g., increased awareness of self, others, 
and the larger world); 

enhancing teaching and program quality (e.g., which experiences, 
courses, programs, etc. have what impact, and why); 

facilitating growth and development (e.g., of individuals, groups, and 
organizations); 

conducting research (e.g., how, why, and under what circumstances 
people become more "open" to different cultures); 

addressing organizational needs (e.g., staff / leadership development); 
and, 

complying with assessment and accreditation requirements (e.g., linking 
objectives to outcomes). 
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3 BEVI-j をどのように使うか 
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4 留学期間：前提1： 短期ｰ長期(JASSO) 

JASSO協定等に基づく日本人学生留学状況調査 
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短期プログラムプログラムの増加 
特に、短期であるため、保証の必要性 
同時に、短期であるため、質保証も可能 
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4 留学期間：参考（米国・欧州） Study Abroad 

Open Doors エラスムス学生ネットワーク  

ESN survey 
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4 留学期間：比較 
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1st 
Year 

Although the benefits of study abroad are 

well documented, students with mental 

health disabilities and non-traditional 

students are often underrepresented in 

study abroad programmes from Europe, 

the USA and Japan. This session is 

designed to help you create an institution-

specific plan to build effective recruitment 

and advising practices for these students. 

You’ll have the chance to work through an 

‘advising and support assessment’ process 

to enhance your recruitment and advising 

efforts. 

2nd 
Year 

3rd 
Year 

4th 
Year  

Humanities/ 
Social Science 
(700/Year) 

1st 
Year 

2nd 
Year 

3rd 
Year 

4th 
Year  

Education/ 
Engineering/ 
Science 
(1,300/Year) 

1st 
Year 

2nd 
Year 

3rd 
Year 

4th 
Year  

Medical/ 
Nursing/… 
(500/Year) 
 
2,500 in Total 

  

Master 

Master 

  

Barriers: Job Market 
   Timing for Study Abroad  

 

New Graduates “only” 

3rd Year Winter: Enrolment 

4th Year April-: Interviews 
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書類審査 

•志望動機書(20点) 

•英語外部試験(20点) 

•GPA (20点) 

面接審査 

START Programme 

・海外経験のない新入生対象 

・平成27年度（’15）はこれまでで最大の応募者数、応募倍率は約2倍 

・平成28年度（’16）前期応募者数200名（説明会約300名） 

・派遣先   

  英語圏･欧州  米国・オーストラリア・NZ＋スペイン（5プログラム） 

  アジア   インドネシア・ベトナム・タイ・台湾（5プログラム） 

   

新入生の1割以上 

5 留学プログラムの拡大 :前提2 

(20点) 

プログラムごとに 
派遣予定者数の1.5倍 

が面接審査 3年10月までを対象に 
短期プログラムを拡大 

最終決定 
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Trends 
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START Programme（2週間）T1/T2のデータ 

・派遣先   

  英語圏･欧州  米国・オーストラリア・NZ＋スペイン（5プログラム） 

  アジア   インドネシア・ベトナム・タイ・台湾（5プログラム） 

大学世界展開AIMS（6ヵ月）現在送出しのT1のみのデータ 

大学世界展開CLMV諸国（6ヵ月）来年度から   

BEVi-jの利用：送り出し（事前事後にBEVI-j実施） 

選
抜 

 2   4        5        6        7        8        9       10       11       12        1        2        3     

事前プ
ログラム 派遣 

事
後
プ
ロ
グ
ラ
ム 

語
学
試
験 

広報 

選
抜 

事前プ
ログラム 派遣 

事
後
プ
ロ
グ
ラ
ム 

T1 

T1 
T2 

T2 

数値目標達成 
＋質保証の推進 

6 質保証：プログラムが学生を変えたか 
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大学世界展開AIMS（6ヵ月）現在送出しのT1のみのデータ 

大学世界展開CLMV諸国（6ヵ月）来年度から   

選
抜 

 2   4        5        6        7        8        9       10       11       12        1        2        3     

事前プログラ
ム 派遣 

事
後
プ
ロ
グ
ラ
ム 

語
学
試
験 

T1 T2 

BEVi-jの利用：送り出し（事前事後にBEVI-j実施） 

6 質保証：プログラムが学生を変えたか 
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広島大学 

BEVI-s 

BEVI-ｊ 

BEVI-s Reporting 

BEVI-j Reporting 

BEVi-jの利用：受入（英語テストを利用可能） 

受入 
外国人学生 

受入 
外国人学生 

英語で 

日本語で 

6 質保証：プログラムが学生を変えたか 
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7 BEVI-j 使用実例 

T1 

派遣 

プログラム1 

T2 

個人レポート 

グループレポート 

事前
研修 

個人レポート 

グループレポート 

 
 
 
 
 
 
 

学び 

事後
研修 学び 

比較 
＝管理 

T1 

派遣 

プログラム２ 

T2 

個人レポート 

グループレポート 

事前
研修 

個人レポート 

グループレポート 

 
 
 
 
 
 
 

学び 

事後
研修 学び 



8 個人レポートの例 



8 個人レポートの例 

当該事項の説明文 

スコアにより個人別 

学び・ふりかえり 



8 グループレポートの例 

レポート・表・指標の解説 



8 グループレポートの例 

17のスケールを 
・様々なグループ 
・角度 
から分析 



8 グループレポートの例 

広島大学START 
T1/T2比較 

・上位30% 
・中位40% 
・下位30% 

2週間の短期プログラムでも学生を変化させることは可能 
 ただし、 
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1年生用科目/異なる教員 

・教員間の比較 
・プログラム間の比較 
 
→プログラム・教員の評価 
 プログラムマネージメント 
 

8 グループレポートの例 



グループレポートの例 
・グループ間の比較可能 
・T1/T2比較可能 
・分布の表示可能 
・同じ教育内容で良いのか？ 

Three BEVI Decile Profiles from Students  

in Different Countries/Regions  
 

Country/Region １ 

 



Three BEVI Decile Profiles from Students  

in Different Countries/Regions  
 

Country/Region 3 

 



AIMS 
とSTART比較（T1） 
 


